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１．はじめに

　2020年，世界中で新型コロナウイルス感染症（以
下「COVID-19」と略す）が猛威を振るい，様々な開
発途上国（以下「途上国」と略す）で活動する国際
ボランティア注1）に大きな影響を及ぼした。例えば，

「世界最大規模」（岡部，2018a，p.242）の国際ボラン
ティア事業であるアメリカの Peace Corps（2020）は，
2020年３月15日より，国際ボランティア業務を一時停

止し，全世界からボランティアを帰国させた。
　同様に，日本で最も長い歴史と大きな実績を有す
る国際協力機構（Japan International Cooperation 
Agency：以下「JICA」と略す）の国際ボランティア
事業，青年海外協力隊（Japan Overseas Cooperation 
Volunteers：以下「JOCV」と略す）でも，2020年3
月以降に予定されていた派遣は，全て中止，または延
期された（JICA，2020a）。さらに，派遣中であった
JOCV 隊員（以下「隊員」と略す）に関しても，2020
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表１．本研究の研究参加者注6）

隊員 年齢 性別 派遣地域 派遣時期
A 27歳 女性 東アジア 2019年７月～2021年３月
B 24歳 男性 中米 2019年７月～2021年７月
C 24歳 男性 東アフリカ 2018年７月～2020年７月（日本で任期満了）
D 26歳 女性 東アフリカ 2019年12月～2021年12月
E 25歳 男性 西アフリカ 2019年12月～2021年12月
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年３月に，各国から順次緊急帰国させることとした
（JICA，2020a）。全隊員を緊急帰国させたのは，50年
以上の歴史を有する JOCV 史上初めての出来事であ
り，日本に帰国してきた隊員は，感染可能性及び健康
面を考慮された上で，帰国後２週間の自主待機を要請
されたという（石原，2020）。
　他方，健康面に加え，志半ばで帰国せざるを得なかっ
た隊員の心理面も憂慮すべき課題であるといえる。形
式上は一時帰国となっているものの（JICA，2020a），
再派遣の目処は立っておらず（2020年8月現在），やり
残した活動や今後の進路などについて，多くの隊員が
悩んでいることは容易に想像できる。この状況及び隊
員の心情を資料として残しておくことは，派遣再開
後に隊員が行う活動の一助となるだけでなく，今後
このような未曾有の非常事態が起きた場合における，
JICA の隊員支援体制の改善にも資することができる
と考えられる。また，今回のような特殊な状況で収集
される隊員に関するデータは，新たな観点から隊員の
特性を議論することにも役立てられるであろう。
　本研究では，JOCV の中でも，「体育」という職
種注2）で途上国に派遣されていた隊員（以下「体育隊
員」と略す）に焦点を当てることとする。体育隊員
の主な活動内容は，各国で体育科教育の普及に従事
することである（JICA 海外協力隊，online）。2009
年に行われた事業仕分けに伴い，派遣者数の減少が
問題となっている JOCV の中において（岡部・三次，
2018），体育隊員の派遣者数は，今なお増加している

（齊藤，2020；白旗，2020）。また，2015年の国連総会
で取り決められた「持続可能な開発目標（Sustainable 
Development Goals：以下「SDGs」と略す）」注3）の
中における「目標３：あらゆる年齢のすべての人々の
健康的な生活を確保し，福祉を推進する」では，健康
の保持増進に資する運動やスポーツの役割が明確に示
されている（国際連合広報センター，2016）。そのため，
COVID-19感染拡大に伴う健康面への関心の高まりか
ら，体育隊員に対する需要もさらに高まると推察され
る。したがって，今後も JOCV の中で重要な役割を
担う体育隊員に関する事例研究は，JOCV 全体の発展
に向けた一資料として有益であるといえよう。

　以上を踏まえ，本研究では，COVID-19感染拡大に
伴い，緊急帰国を余儀なくされた隊員の実情注4）につ
いて，体育隊員を事例として明らかにすることを目的
とする。また，その実情から，隊員の特性や，緊急時
における JICA の隊員支援体制についても議論してい
く。

２．方法

2.1. 研究参加者と調査時期
　本研究の研究参加者注5）は，それぞれの派遣国にお
いて体育隊員として活動していた時期に，COVID-19
の影響により緊急帰国した５名であった。表１は，研
究参加者の概要である。
　調査時期は，2020年７月であった。そのため，本研
究において研究参加者から述べられている見解は，調
査が実施された2020年７月時点におけるものである。
2.2. 調査方法
　調査方法として，インタビュー調査を採用し，半構
造化インタビューを実施した。調査で用いたインタ
ビューガイドは，表２に示す通りである。研究参加
者とインタビュイーのラポールについては，インタ
ビュー調査で求められている「ある程度の親密さ」（土
屋，2005，p.83）が構築されている状態であった。
　研究参加者全員に対して，調査前に，研究目的や研
究内容，成果公表時の留意事項などに関して，詳細に
説明した。また，インタビュー内容を録音することに
ついても説明し，同意を得た。インタビュー調査は１
人平均約27分行われた。インタビュー内容は，SONY
の IC レコーダーに録音し，その後全て逐語化した。
2.3. 分析方法
　分析方法は，Steps for Coding and Theorization

（以下「SCAT」と略す）（大谷，2019）を採用した。
SCAT は，個人のインタビューデータの分析に適し
ているといわれており，他の質的データの分析法と比
べて，比較的小規模なデータでも理論を作り出すこ
とができる分析方法である（大谷，2019）。本研究は，
５名のインタビューをもとにした事例研究であること
から，SCAT による分析が適当であると判断した。



表２．インタビューガイド

1．属性
　・年齢，派遣国，派遣時期など
　・主な活動内容

2．派遣国における活動と緊急帰国時の心情
　・派遣先での活動の詳細
　・緊急帰国が決定した時期の活動と心情

3．現在（一時帰国中）の状況と心情
　・現在（一時帰国中）行っている活動や仕事
　・派遣国での活動や生活に関する成果と心残り
　・今後の意向及び進路
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　本研究では，大谷（2019）が示している SCAT の
手続きに即して，以下の通り分析を行った。まず，全
体の逐語録を切片化した上で，大谷（2019）が作成し
た表内にそれらを記述する。その後，「４ステップコー
ディング」と呼ばれるコーディングの手順を踏み，構
成概念を抽出する。次に，それらの構成概念を繋ぎ合
わせたものを深層の文脈とし，ストーリーラインを記
述する。最終的に，構造的になったストーリーライン
を再度断片化し理論記述を行う，というものである。
　分析の結果については，研究参加者に対して暫定的
な解釈を明示した上で，妥当であるか確認するメン
バー・チェック（メリアム，2004）を行った。また，
分析結果が出た時点で共同研究者に意見を求める仲間
同士の検証についても実施し（メリアム，2004），内
的妥当性を担保した。他方，SCAT の分析結果に関
しては，（1）４ステップコーディング，（2）ストーリー
ラインの生成，（3）理論記述，という全ての段階を
明記することが好ましいとされている（大谷，2019）。
しかしながら，紙幅の都合上，本研究では，「『何が起
きているか』がその深層の意味において綴られる場所
である」（大谷，2019，p.319）とされているストーリー
ラインのみを記すこととする。

３．結果

　本章では，各研究参加者のインタビューデータの分
析で得られたストーリーラインを記していく。なお，

【　】内は，分析過程で得られた構成概念であり，生
成された構成概念のそのままの語句を用いて文章を構
成している。
3.1. 隊員 Aのストーリーライン
　まず，【属性や活動内容】について，隊員 A は，【現
職教員特別参加制度注7）を通じた派遣】によって，【東
アジアの国の小・中・高一貫公立校での約８ヶ月間の

活動】を行ったことについて語った。主な活動内容は，
【小学生に対する体育授業】や【希望児童・生徒に対
するバレーボール指導や日本語指導】などであった。
　続いて，【緊急帰国が決定したときの活動状況と心
情】について，隊員 A は，COVID-19によって受け
た影響について話した。この国では，【隣国における
COVID-19感染拡大の影響】もあり，配属先の学校で
も【2020年１月末からの休校】状態であった。本来で
あれば，【2020年２月に予定していた運動会】もあっ
たが，【休校に伴い延期せざるを得なかった運動会】
となり，隊員 A には，【いつ休校が解除されるのかと
いう不安】や，【いつ運動会は開催できるのかという
焦り】があった。【今後の活動に関する同僚との検討】
を行っていた矢先，【JICA 事務所から突然命じられ
た緊急帰国】となった。
　次に，【一時帰国中の状況と心情】について，隊員
A は，【１年未満という短い活動期間】を振り返り，
活動に関して，【あまり成果を残すことができなかっ
たという気持ち】を持っていると話した。また，何よ
りも，【驚くほど突然だった緊急帰国】であったため，

【現地の同僚や子どもたちに対してできなかった別れ
の挨拶】があり，【１番の心残りである挨拶の未達成】
の気持ちが強い。他方，【派遣先で感じていた日本語
指導の難しさ】もあり，【一時帰国中における日本語
指導の勉強】をしていた。【教育委員会との協議】を行っ
た上で，【2020年８月からの日本での復職】が決まっ
たものの，【JICA の特別登録制度注8）の存在】を使い，

【望んでいる2020年度末の再派遣】を待っている状況
である。
3.2. 隊員 Bのストーリーライン
　まず，【属性や活動内容】について，隊員 B は，【隊
員 B の属性】及び【配属先であった中米の県教育事
務所に関する情報】について話した。【約８ヶ月間行っ
た小学校での体育巡回指導】を主な活動内容とし，【提
携している小学校で教員に対して行う体育授業に関す
る助言】をしていた。
　続いて，【緊急帰国が決定したときの活動状況と心
情】について，隊員 B は，【３月中旬にこの国で初め
て確認された COVID-19の感染者】について語った。

【即ロックダウン状態になった国内】情勢の影響で，
すぐに【巡回指導していた学校の休校】もみられた。
その当時，隊員 B は，【他地域で開催予定であったイ
ベントへの参加】のために，【一時的な任地からの離
脱】状態であった。また，同時に【JICA 事務所から
告げられた首都での待機命令】があり，任地には帰る
ことができていなかった。荷物を取りに，【１時間の
み帰ることを許された任地の自宅】に帰り，【ホーム
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ステイ先の家族に対する挨拶】は行うことができた。
しかしながら，【活動で関わった同僚や子どもたちに
対してできなかった挨拶】のため，心残りがある。活
動に関しては，2019年12月から2020年１月までは学校
の長期休暇期間であり，【2020年３月から変化させよ
うと思っていた活動内容】があった。具体的には，【巡
回する小学校以外の教員へのアプローチ】を行うため
に，【配属先において同僚と組んだチーム】があり，【開
催予定であった体育教員研修会】もあった。【大変だっ
た組織作り】もあり，【楽しみにしていた今後の活動
に関する風向きの変化】を待っていた。
　次に，【一時帰国中の状況と心情】について，隊員
B は，【あまりないと感じている現地に残せた成果】
について語った。一方で，【優しくしてくれたホーム
ステイ先の家族】や，【積極的に話しかけてくれる教
員の存在】から，【理解することができた海外で生活
する人の気持ち】を獲得することができたと実感して
いる。緊急帰国してから，【JICA に紹介された農家
での手伝い】をして生計を立てている。2020年９月に
は，【アルバイト経験があるフリースクールでの就職】
が予定されている。JICA の特別登録制度を使い，【待
ち望んでいる再派遣】があるものの，【タイミングに
よっては諦めざるを得ない再派遣】もあると感じてい
る。
3.3. 隊員 Cのストーリーライン
　まず，【属性や活動内容】について，隊員 C は，【隊
員 C の属性】を話した上で，配属先であった【東ア
フリカの中・高一貫の公立校に関する情報】を語った。
隊員 C は，【約１年８ヶ月間行った体育教員としての
活動】を振り返り，主な活動内容として，【中学１・
２年生に対する体育授業】と，【放課後における野球
部の指導】を担当することを挙げた。
　続いて，【緊急帰国が決定したときの活動状況と心
情】について，隊員 C は，COVID-19の影響もあり，
国内で【年初から激しくなっていたアジア人差別】に
ついて話した。その最中の【３月中旬に JICA 事務
所から指示があった緊急帰国】があった。しかし，
JICA 事務所からの連絡よりも，【他国の隊員の SNS
で知った全世界の隊員の退避】のほうが早かったため，

【緊急帰国前の一時混乱した気持ち】を持った。幸い，
【緊急帰国の連絡を受けた後に任地で過ごした数日間】
があったため，【軽く挨拶を交わすことができた野球
部の生徒】もいたが，【丁寧な挨拶ができなかった心
残り】も持っている。
　次に，【一時帰国中の状況と心情】について，隊員
C は，主な活動内容の１つであった体育授業に関して，

【JICA 主催の体育教員研修に参加させるために日本

に派遣した同僚教員】がいたり，【通知表に記載され
るようになった体育の成績】があったりするなど，【配
属先の学校に残せたある程度の成果】を実感してい
た。また，スポーツに関しても，隊員 C が【やって
みたいと思っていたスポーツイベント】は，一通り終
了した時期での緊急帰国であったため，【活動に関す
る心残りの少なさ】について語った。一方で，それら
の活動も，【満足するほどではない成果】と捉えてお
り，【体育授業でやり残したと感じている体操服に関
する問題】や，【残り数ヶ月間で目標に近づくことが
できると思っていた活動】もあった。そのために，【予
定していた任期延長注9）】もあったが，【緊急帰国の影
響で白紙となった任期延長】があり，2020年７月，【日
本で迎えた任期満了】となった。2020年９月までは，【一
時帰国中に行っている農家での手伝い】をして生計を
立てているが，【未定である今後の進路】となっている。
3.4. 隊員 Dのストーリーライン
　まず，【属性や活動内容】について，隊員 D は，【配
属先であった東アフリカの中・高一貫の公立女子校で
行った約３ヶ月間の活動】について語った。ただし，
この国に派遣されて【１ヶ月間の首都での語学研修】
があったため，配属先の学校では，【実質２ヶ月程度
の活動】であった。そのため，実際の活動としては，【数
回担当した体育授業】や【少し参加した課外活動】を
行っただけで緊急帰国することになった。
　続いて，【緊急帰国が決定したときの活動状況と心
情】について，隊員 D は，【JICA から出された緊急
帰国の指示】の前に，【被害に遭いかけたひったくり】
があったこともあり，【不安に感じていた現地の人と
の関係】や【不安に感じるようになった任国での生活】
などの心配を抱くようになっていた。また，活動が開
始して数ヶ月という時期でもあり，【配属先における
自らの存在価値の薄さ】を感じることもあった。その
ようなタイミングでの【緊急帰国で芽生えた安堵の気
持ち】も感じた。しかしながら，数ヶ月間の滞在でも，
実際に【大変貴重であったと感じているアフリカでの
経験】もあり，将来【日本で教員になったときに生徒
に話したいと思う出来事】も多くあった。
　次に，【一時帰国中の状況と心情】について，隊員
D は，【待機期間の特別延長注7）の申請】を行い，【希
望している再派遣】を待っている状況について話した。
帰国してから2020年８月までは，【一時帰国中に行っ
ている農家の手伝い】をし，生計を立てている。【目
処が立っていない再派遣】もあり，【未定である今後
の予定】となっている。
3.5. 隊員 Eのストーリーライン
　まず，【属性や活動内容】について，隊員 E は，配
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属先であった【国で唯一の国立盲学校】で，【約３ヶ
月間の体育教員としての活動】を行ったことを話した。
主な活動内容として，【担当する予定だった体育授業】
と，【指導しようとしていた放課後のブラインドサッ
カー】を挙げた。しかし，この国に派遣されて【派遣
後１ヶ月間受講した語学研修】があったため，【配属
先における２ヶ月程度の活動期間】となっていた。そ
のため，【活動が始まりかけた時期での緊急帰国】で
あった。
　続いて，【緊急帰国が決定したときの活動状況と心
情】について，隊員 E は，【空港を封鎖する時期を予
定よりも早めた現地政府】について話し，【JICA 事
務所から伝えられた緊急帰国の決定】があったものの，

【４時間で空港へ来るよう指示された通知】であった。
そのため，【電話で挨拶をした配属先の校長先生や同
僚教員】であったが，【挨拶ができなかったお世話に
なった人々】も多くいた。また，【２週間程度の休校】
があったため，【帰国のタイミングで会うことができ
なかった子どもたち】の存在もあった。派遣されて

【３ヶ月間しかできていない協力活動】であったこと
も話し，【感じることができていない配属先における
成果】があるものの，【自身が有していた途上国に対
する先入観】を実感することができていた。また，緊
急帰国が突然決まり，このタイミングで【帰りたくな
いという思いと戸惑い】があった。
　次に，【一時帰国中の状況と心情】について，【配属
先と連絡を取り合うことができていない状況】を踏
まえた上で，隊員 E は，自身の存在価値の薄さと葛
藤していたこともあり，【待機期間で望んでいる成長】
の気持ちが芽生えた。そのため，【希望している大学
院進学】を考えており，2020年10月から大学院に進学
するという目標のもと，準備を進めている。ただし，

【進学後も用いる特別登録制度】を活用した上で，【タ
イミングを見計らった再派遣】を望んでいる。

４．考察

4.1. 一時帰国中の隊員の実情
　緊急帰国を余儀なくされた体育隊員５名に対して，
その実情を事例的に調査した結果，一時帰国中の状況
に関しては，それぞれで様子が異なっていた。一方で，
心情については２つの共通項がみられた。
　１点目は，任地の人々に，十分別れの挨拶ができな
かったという心残りを抱いていることである。それぞ
れの研究参加者へのインタビューの分析から，例えば，
隊員 A では【１番の心残りである挨拶の未達成】が，
隊員Eでは【挨拶ができなかったお世話になった人々】

が，構成概念として抽出されている。また，任期終了
間近での緊急帰国となった隊員 C は，インタビュー
の中で以下のように述べている。

「まぁでも『また戻ってくるから。』っていう挨拶の
仕方で終わったんで。『２年間助けてくれてありが
とう。』っていう挨拶をして終わりたかったという
のはありますね。」（隊員 C）

　隊員Aや隊員Eのように，緊急帰国となったが故に，
時間が取れず，任地の人々に挨拶ができなかった隊員
は多いのではなかろうか。また，COVID-19の影響が
これほど深刻化すると思っていなかった隊員は，隊員
C が述べたような挨拶を交わして帰国してきたかもし
れない。派遣が再開され，同じ任地に戻ることができ
る可能性もあるものの，隊員 C のように，日本で任
期満了を迎える隊員も少なくない。そのため，このよ
うな心情を抱いている隊員は多いと考えられる。
　２点目は，再派遣を望んでいるとしても，タイミン
グによっては諦めざるを得ないと思っている隊員がい
ることである。例えば，隊員 A はインタビューの中
で，現職教員特別参加制度を通じて派遣されていたた
め，属している都道府県の教育委員会と協議した旨を
語っている。そして，年度末での再派遣が可能である
ならば申し出たいと思っているものの，年度末の時期
を逃せば，再派遣されることはないという。このよう
に，日本での仕事や進路の状況によって，再派遣を諦
めなければならない隊員も多くいると考えられる。事
情は種々あると思われるが，２年の任期を終えること
ができなかった隊員への対応についても，今後議論さ
れる必要があるかもしれない。
4.2. 実情からみる隊員の特性
　次に，先述した隊員の実情からみえる隊員の特性に
ついて検討していく。本研究の研究参加者は，体育隊
員，いわゆる体育の教員として任国で活動していたに
も関わらず，５名中３名（隊員 B・隊員 C・隊員 D）が，
日本での一時帰国の間に，農家で手伝いをしながら生
計を立てていたことが明らかになった。また，隊員 B
の構成概念として，【JICA に紹介された農家での手
伝い】が抽出されていることからもわかる通り，これ
らの農家は JICA から紹介されているということもわ
かった。隊員 B は，インタビューの中で以下のよう
に述べている。

「JICA と連携している農家さんで，いつもはフィ
リピンの人が JICA の研修生として来て，農業を手
伝っているという仕組みだったみたいなんですけ
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ど，このコロナの影響で，４月と５月に来る予定だっ
た子が来られなくて困っていると JICA のほうから
案内があったんで。」（隊員 B）

　彼らは皆，再派遣を待っている中で，もしくは，緊
急帰国に伴い次のキャリアを模索している中で，農家
の手伝いという選択をしている。この状況から議論す
ることができる隊員の特性として，以下の２点が挙げ
られよう。
　１点目は，困っている人を助けたいという思いの強
さである。須田ほか（2018）が派遣前の隊員候補者1,500
名以上を対象に実施した調査では，JOCV への参加動
機として，「人や社会のため」という動機を挙げてい
る隊員候補者が多いと述べられている。このことから，
途上国の人々と協働して活動することを目的とする
JOCV ではあるが，多くの隊員が，途上国の人々を助
けたいという気持ちを持って参加していることがわか
る。本研究の研究参加者に関しても，国は変わっても
そのような思いを持ち続け，困っている農家を助ける
手伝いをしているのかもしれない。
　２点目は，好奇心の旺盛さである。本研究の研究参
加者の３名（隊員 B・隊員 C・隊員 D）は，一時的と
は言え，体育隊員の活動と全く異なる農家の手伝いを，
一時帰国中の仕事として選択している。任国での活動
中断期間中でも，その時間を有効活用するために，今
できることに取り組む姿勢から，彼らの好奇心の旺盛
さが窺える。また，他の２名（隊員 A・隊員 E）に関
しても，インタビューデータの分析の結果，隊員 A
では【一時帰国中に行う日本語指導の勉強】という
構成概念が，隊員 E では【希望している大学院進学】
という構成概念が抽出されている。この２名も，知的
好奇心が非常に旺盛であるといえよう。
　須田ほか（2018）は，隊員候補者の JOCV 参加に
係る意識を調査し，「好奇心志向」，「ビジネス志向」，「国
際協力志向」，「自分探し志向」，「自己変革志向」，「慈
善志向」という６つのクラスターに類型化している。
この中でも，「好奇心志向」の隊員，いわゆる，「途上
国の社会を理解したいから」，「帰国後に協力隊経験を
日本で役立てたいから」（p.181）という理由で JOCV
に参加した隊員の中では，学生や教員から JOCV に
参加した人の割合が高いと述べている。本研究の研究
参加者は，全員が現職教員もしくは新卒での参加と
なっており，「好奇心志向」に属している可能性が高
いと考えられる。本研究では，統計的な処理を実施し
ていないため，断言することは難しいが，須田ほか

（2018）の先行研究を支持する結果になった可能性が
高いといえよう。

4.3. 隊員の心情から考える緊急時における JICA の隊
員支援体制への提言

　続いて，隊員の心情から，緊急時における JICA
の隊員支援体制についても考察していく。この
COVID-19感染拡大の影響に伴う隊員への対応は，史
上初めて全世界の隊員が帰国した事例になったという

（石原，2020）。本研究での調査において，JICA が帰
国した隊員に対して，「特別登録制度」や「待機期間
の特別延長」などの選択肢を与えたり，一時帰国中の
支度金として経済的な援助をしたりするなど，非常に
手厚い支援を施していることが明らかになった。一方
で，JICA としても，このような未曽有の事態に対す
る経験は蓄積されておらず，JICA の隊員支援体制に
ついても，様々な観点から議論がなされるべきである
といえる。そのため，ここでは，残余任期による心情
の差異に着目した上で論述していく。
　上述の通り，緊急帰国が決定した際，隊員 C の任
期は残り４ヶ月程度であったものの，任期延長を希望
していたこともあり，配属先の体育授業に関して，あ
と数ヶ月で積み重ねられることを模索していた状態で
あった。しかし，スポーツに関して実施したいと思っ
ていた活動は，一通り行うことができていたという。
また，隊員 A と隊員 B は，大きなイベントを控えた
状態での緊急帰国であり，これから活動の成果が見え
てくることを楽しみにしていた様子が感じられた。隊
員経験者である長瀬（2009）が，自らのライフストー
リーを綴る中で，赴任して１年で任国に対する印象
が変わったと述べている。隊員 A や隊員 B も同様に，
間もなく派遣されて１年を迎える中で，活動が軌道に
乗り始めたことを認識していたのであろう。一方で，
隊員 D と隊員 E は，配属先に派遣されて３ヶ月程度
での緊急帰国となった。隊員 D のインタビューから
は，【配属先における自らの存在価値の薄さ】が，ま
た，隊員 E のインタビューからは，【感じることがで
きていない配属先における成果】が，構成概念として
抽出されている。そのことから，派遣されて３ヶ月程
度の隊員は，活動の成果が未だ実感できておらず，ま
た，配属先での自己の立ち位置さえも模索している時
期である可能性が高いといえよう。
　これらの結果からもわかる通り，隊員は，２年間活
動するつもりで派遣され，時期に応じた活動を行って
いる。今回の事態は不可抗力に値するものの，緊急帰
国した中で，「再派遣されたとしても活動はできるの
であろうか」，また，「配属先に帰った際に居場所はあ
るのであろうか」など，待機中の隊員は大変不安な気
持ちに苛まれていると考えられる。隊員 E へのイン
タビューのからは，【配属先と連絡を取り合うことが
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できていない状況】という構成概念が抽出されており，
このことから，配属先との連絡手段を構築することが
できないまま緊急帰国している隊員もいることが窺え
る。そのため，JICA としては，隊員が日本にいても，
配属先と連絡を取ることができる手段を構築しておく
べきであったといえる。
　JICA（2020b）では，一時帰国中もリモートで支援
を行っている隊員の様子が紹介されているが，これら
は，活動がある程度軌道に乗っている隊員が実施して
いるものである。一方で，派遣されて数ヶ月間しか経
過していない隊員の中には，配属先の同僚や上司と連
絡先を交換していない隊員もいると考えられる。その
ため，オフィシャルな契約として，オンラインを通じ
て隊員と配属先で対話可能な仕組みができれば，その
ような不安も少しは解消されるのではなかろうか。通
信環境が悪かったり，通信料が高かったりする途上
国もあるものの，世界中でインターネットが普及して
きている時代である。UN volunteers（online）では，
オンラインボランティアと銘打って，遠く離れている
国においてもボランティア活動ができる体制を構築し
ている。JICA としては，今回の機会をポジティブに
捉え，緊急時における隊員支援体制を少しでも強固な
ものにしていくことが求められよう。

５．おわりに

　本研究は，COVID-19感染拡大に伴い，緊急帰国を
余儀なくされた隊員の実情について，体育隊員を事例
として明らかにすること，また，その中から，隊員の
特性や，緊急時における JICA の隊員支援体制につい
ても議論していくことを目的とした。本研究の成果と
して，以下の３点が挙げられる。
1）緊急帰国した隊員の実情について調査した結果，

隊員それぞれで状況は異なった。一方，任地の人々
に別れの挨拶をすることができていないことを心
残りに思っていたり，再派遣を望んでいたとして
も時期によっては諦めざるを得ないと感じていた
りする隊員が多いことが明らかになった。

2）緊急帰国した隊員の実情から，隊員の特性につい
て検討した結果，隊員の中には，困っている人を
助けたいという思いを持った隊員が多いこと，ま
た，とりわけ参加前に学生や教員をしていた隊員
の中には，好奇心が旺盛な人が多いことが窺えた。

3）緊急時における JICA の隊員支援体制について検
討した結果，日本でも隊員と配属先が連絡可能な
手段を構築していく必要があることが示唆され
た。

　また，本研究の課題として，研究参加者の少なさに
加え，年齢層に偏りが出たことが挙げられる。本研究
では，全員が20歳台であったため，今後は30歳台の隊
員の実情も踏まえて検討する必要があるといえよう。
さらに，本研究においては，体育隊員を事例として調
査を行ったものの，体育隊員としての特質が挙がった
わけではなかった。したがって，この職種の偏りも今
後の課題とし，職種の違いによる実情の差異について
も，今後検討すべき事項であると考えられる。
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【注】

注1） 国際ボランティアとは，微々たる経済的支援
を受ける，もしくは無償で，国際的な関係性
を持ち，活動を海外で実施しているボランティ
アと定義することができる（岡部，2018b；
Sherraden et al.，2008）。

注2） JOCV を含む JICA のボランティア事業におい
ては，120以上の職種が存在している。応募者は，
自分に合った職種を選択した上で，受験するこ
ととなっている。

注3） SDGs とは，2015年の国連総会において採択
された「持続可能な開発のためのアジェンダ
2030」の一部として明示されている国際開発目
標である。具体的な17の目標と169のターゲッ
トから構成されている。

注4） 広辞苑（第７版）によると，「実情」には，「あ
りのままの情況」という意味があるとされてお
り，「情況」という言葉の通り，「心情」と「状
況」が含まれると考えた。したがって，本研究
では，「心情」と「状況」の両方を表す際に「実
情」を用いることとする。

注5） 大谷（2019）は，「研究対象となる人たちは，
研究者が行おうとする研究の趣旨を理解し，そ
の研究に賛同し，自らの意志によってその研究
に〈主体的に参加する〉ボランティアである」

（p.117）という考えのもと，従来の「研究対象
者」という呼び方を，「研究参加者」としている。
本研究においても，この大谷（2019）の考えに
依拠し，「研究対象となる人たち」を「研究参
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加者」と総称することとする。
注6） 調査参加者の仮称であるアルファベットは，調

査実施順としており，表内の「年齢」に関しては，
調査実施現在のものである。また，「派遣時期」
は，COVID-19の影響による一時帰国がなかっ
た場合の，派遣終了予定時期を示しており，文
中にもある通り，全ての隊員が2020年３月に日
本に帰国している。

注7） 現職教員特別参加制度とは，各都道府県教育委
員会や市町村教育委員会と JICA が協力し，教
員としての身分及び給与を保障しながら，現職
の教員を途上国に派遣し，日本で培った教職経
験や専門的知識を活かし，途上国の教育発展を
支援する活動に従事できるようにする制度のこ
とである（斉藤，2010）。

注8） 本研究のインタビュー調査の中で，2020年７月
現在，JICA は，一時帰国中の隊員に対し，「特
別登録制度」と「待機期間の特別延長」という
２つの制度を導入して対応していることが明ら
かになった。「特別登録制度」は，一旦 JICA
と派遣の合意を解除した上で，再派遣が可能に
なった際に，再試験等を受けることなく，優先
的に派遣される仕組みである。また，「待機期
間の特別延長」は，JICA と派遣の合意を解除
せずに，日本に待機しているものである。その
ため，「待機期間の特別延長」を選択した隊員は，
任期中に JICA から経済的な手当てが支給され
る一方で，任期が延長されることはなく，再派
遣が可能になったタイミングで出国できるよう
に準備をしておかなくてはならない。

注9） 任期延長とは，当該隊員とその配属先，また，
現地の JICA 事務所が必要と判断した場合に限
り，本来ならば２年間である任期を，１年間ま
で延長することができる制度である。
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